
生活排水処理事業料金改定について

改定日（案）：令和７年４月１日

第２回運営委員会：令和６年９月２６日
（宮川地域）
令和６年９月２７日
（大台地域）



料金改定の理由
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１

浄化槽（５人槽）１基当たりの年間使用料と
維持管理費の推移

料金改定の理由

※ ５人を超える場合は、１人増すごとに５５０円増加します。

改定金額（案）

物価の高騰により、維持管理費が値上がりし、現在の料金体制では維持管理費を賄えていない状
況であること。また、個人が維持管理する浄化槽の維持管理費と公共浄化槽の使用料とで、負担
額の乖離が拡大しているため。

現行料金 4,400円

改定金額 2,750円

改定後料金 7,150円

改定率 62.5％

現行料金 4,400円

改定金額 2,750円

ブロア電気代
返還額分

▲990円

改定後料金 6,160円

改定率 62.5％

下水道 浄化槽

※ 浄化槽については、ブロア電気代返還額を差し引いた金額を
料金とする。



現行料金での財政予測
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料金収入 企業債 国庫補助金等 基準内繰入 その他

人件費 経費 建設改良費 企業債元利償還 その他

R02 R03 R04 R05 R06 R07 R08 R09 R10R01 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30

（単位：千円）

収 入 ：

支 出 ：

実績値 推測値

R04 R05 R06 R07 R08 R09 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30

不足額 61,114 77,987 64,231 66,654 74,856 71,726 75,398 74,129 76,834 73,289 73,227 71,936 73,758 74,769 79,894 80,701 88,745 90,565 95,878 98,090 103,233 104,300 109,594 111,162 116,834 118,524 123,735
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1,210円値上げした場合の財政予測
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人件費 経費 建設改良費 企業債元利償還 その他

R02 R03 R04 R05 R06 R07 R08 R09 R10R01 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30

下水道維持管理費ベース（単位：千円）

収 入 ：

支 出 ：

実績値 推測値

R04 R05 R06 R07 R08 R09 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30

不足額 61,114 77,987 64,231 54,755 62,792 59,490 62,990 61,543 64,070 60,340 60,093 58,611 60,235 61,048 65,968 66,571 74,404 76,012 81,108 83,109 88,850 93,906 95,906 95,237 100,664 102,104 107,057
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2,750円値上げした場合の財政予測
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料金収入 企業債 国庫補助金等 基準内繰入 その他

人件費 経費 建設改良費 企業債元利償還 その他

R02 R03 R04 R05 R06 R07 R08 R09 R10R01 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30

浄化槽５人槽維持管理費ベース（単位：千円）

収 入 ：

支 出 ：

実績値 推測値

R04 R05 R06 R07 R08 R09 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30

不足額 61,114 77,987 64,231 7,155 14,532 10,544 13,358 11,198 13,012 8,543 7,557 5,309 6,141 6,162 10,264 10,048 17,036 17,800 22,024 23,128 27,135 27,047 31,153 31,533 35,984 36,420 40,344
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3,190円値上げした場合の財政予測

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

料金収入 企業債 国庫補助金等 基準内繰入 その他

人件費 経費 建設改良費 企業債元利償還 その他

R02 R03 R04 R05 R06 R07 R08 R09 R10R01 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30

（単位：千円）

収 入 ：

支 出 ：

実績値 推測値

R04 R05 R06 R07 R08 R09 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30

不足額 61,114 77,987 64,231 -9,504 4,881 755 3,432 1,130 2,801 -1,816 -2,950 -5,351 -4,677 -4,815 -876 -1,256 5,563 6,158 10,208 11,132 14,960 14,687 18,603 18,793 23,048 23,284 27,002
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料金改定の検討結果（案）
1,210円値上 3,190円値上 2,750円値上

金額設定の考え方 下水道事業維持
管理費と下水道
事業料金収入が
均衡する案

生活排水処理事
業の維持管理費
と料金収入が均
衡する案

浄化槽5人槽維持
管理費と料金収入
が均衡する案

改定率 27.5% 72.5% 62.5%

改訂後の月額使用料 5,610 7,590 7,150

生活排水処理事業（全体）（R7推測値 年間）

料金収入（単位：千円） 139,373 182,212 172,692

維持管理費（単位：千円）

差額 △44,085 △1,246 △10,766

考察 浄化槽事業につ
いては維持管理
費に対して料金
収入が不足する。

改定率72.5％、１
か月の使用料が
7,590円と高額に
なる。

現状の料金算定に
基づき算出した金額
であり、使用者の負
担を軽減した案であ
る。

検討結果 △ △ 〇

６



前回の運営委員会での主な意見

１．改定金額（案）の再検討

２．段階的な値上げ（負担軽減措置）の検討

７

３．改定（案）での財政予測が欲しい



８

改定金額（案）

下水道 浄化槽

※ ５人を超える場合は、１人増すごとに５５０円増加します。

現行料金 4,400円
改定金額 2,750円
改定後料金 7,150円
改定率 62.5％

現行料金 4,400円
改定金額 2,750円

ブロア電気代返
還額分

▲990円

改定後料金 6,160円
改定率 62.5％

※ 浄化槽については、ブロア電気代返還額を差し引いた金額を料金とする。



料金改定負担軽減措置（案）

９

改定額が2,750円と高額になるため、急激な負担増とならないように
令和７年度から５か年で段階的に改定します。
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2,750円値上げした場合の財政予測（負担軽減措置（案））
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料金収入 企業債 国庫補助金等 基準内繰入 その他

人件費 経費 建設改良費 企業債元利償還 その他

R02 R03 R04 R05 R06 R07 R08 R09 R10R01 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30

浄化槽５人槽維持管理費ベース（単位：千円）

収 入 ：

支 出 ：

実績値 推測値

R04 R05 R06 R07 R08 R09 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30

不足額 61,114 77,987 64,231 54,745 50,726 35,016 25,766 11,198 13,012 8,543 7,557 5,309 6,141 6,162 10,264 10,048 17,036 17,800 22,024 23,128 27,135 27,047 31,153 31,533 35,984 36,420 40,344
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